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ABC 予想とフェルマーの最終定理 
 abc-triple 

自然数の組 ( )cba ,, が cba =+ ， ba < ， aと bは互いに素を満たすとき， 

この自然数の組 ( )cba ,, を abc -triple とよぶ。 

また，ある自然数 X を素因数分解したときの素因数の積を ( )Xrad と表すことにする。 

たとえば， 
( ) ( ) 632rad6rad =×=  

( ) ( ) ( ) ( ) 22rad4rad8rad16rad ====  

( ) 1717rad =  

( ) ( ) ( ) 632rad32rad18rad 2 =×=×=  

すると， 
( ) ccba <××rad を満たす abc -triple は無限個あり， 

たとえば， ( ) ( )nn
cba 22 3,13,1,, 　　 -= はこれを満たす。（証明は後述） 

ABC 予想 

  abc -triple ( )cba ,, のすべてが ( ){ }2rad abcc < を満たすという予想 

 ABC 予想とフェルマーの最終定理 

フェルマーの最終定理 

nを自然数とすると， nnn zyx =+ は 3³n のとき，自然数解 ( )zyx ,, をもたない。 

ABC 予想が成り立つとした上でのフェルマーの最終定理の証明 

3³n のとき， nnn zyx =+ を満たす自然数解 ( )zyx ,, が存在すると仮定し， 
xと yの最大公約数を gとすると， gxx '= ， gyy '= （ 'x と 'y は互いに素）より， 

( ) nnnnnn zyxgyx =+=+ '' となるから， zも ng で割り切れる。 

よって，この仮定を， 3³n のとき， nnn rqp =+ を満たす自然数解 ( )rqp ,, ， 
（ qp < ， pと qは互いに素）が存在するとしてよい。 

すると， ( )nnn rqp ,, について， nn qp < ， np と nq は互いに素が成り立つから， 

( )nnn rqp ,, は abc -triple である。 

よって， ( ){ } ( ){ } ( ) ( ) 623222
radrad rrpqrpqrrqpr nnnn =<£=<  

 ゆえに， nが 3 以上 5 以下の自然数のとき， 
nnn zyx =+ を満たす自然数解 ( )zyx ,, が存在する。 

 ところが， 5,4,3=n のとき nnn zyx =+ を満たす自然数解 ( )zyx ,, が存在しないことが， 

それぞれオイラー（ 3=n のとき，1753 年），フェルマー（ 4=n のとき，1640 年）， 

ディリクレとルジャンド（ 5=n のとき，1825 年）により証明されている。 

よって， 3³n のとき， nnn zyx =+ を満たす自然数解 ( )zyx ,, は存在しない。 
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( ) ( )nn
cba 22 3,13,1,, 　　 -= が ( ) cabc <rad を満たすことの証明 
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 ここで 132 +
k

（ 10 -££ nk ）は n個あり，いずれも偶数であることと， 
212 241313

0
==+=+ であることから， 

( )( )( ) ( ) ( ) ( )131313131313
00321 222222 -×+××+××+++

---


knnn

は 12 +n で割り切れる。 

これと 21313 120
=-=- より， 132 -=

n
b は 22 +n で割り切れる。 

よって， 
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フェルマー予想と ABC 予想 

http://www.math.tohoku.ac.jp/~ytakao/papers/abc.pdf 

を読んで自分なりに理解しまとめました。 


